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富山県農林水産部農村振興課

トレボー株式会社 総合化事業計画（６次産業化）認定事業所

●所在地： 〒939-1755 富山県南砺市立野原西(コート・ドール)1197番地
●販売所： ワイナリー「ドメーヌボー」　
●連絡先： tel.0763－77－4639  fax.0763－77－3851
●営業時間： 10：00～16：00／定休日：毎週火曜・その他
●ホームページ： https://tresbeau.co.jp
●メール： tresbeau-info@tresbeau.co.jp

今号の表紙は、南砺市でワイナリーを運営するトレボー株式会社の皆さんです。社長の中山安治
さんは高岡市で長年、酒販店を営んでいましたが、67歳になった時、「これまで家族を養ってこれた
のはワインのおかげ。残りの人生はワインづくりで富山に恩返しをしたい」と2017年の秋、立野原
地区の丘陵地に会社を設立しました。
翌年はクラウドファンディングや助成金、地元の地権者や各団体の支援を受けて12ヘクタールの畑を整備し、2019年に

ブドウの木2万7000本を植樹。2020年に工場を完成させてワインを醸造。2021年3月、初めてのワインを出荷しました。
同社では、ICTやAI、５Gを駆使したスマート農業を導入しています。畑の上空をドローンが飛んで木の傷みやカビを探知し、

その情報を受けた無人ローバーが畑を走って処置をする。また、畑の温度や湿度を5分おきにデータ収集して品質向上に活か
すなど、「農業を科学する」ことで少人数でも効率よく、リスクを最小限に抑えたワインづくりを実現しています。また、生産か
ら加工・流通まで自立した6次産業を推進。国の6次産業化・地産地消法による「総合化事業計画」の認定を受けました。
荒地を美しいブドウ畑に変え、新たな雇用を生み出すなど、地域に根ざしたワイナリーをつくってきたトレボー社。今後は

さらに、この地区に果樹園やカフェ・レストラン、ギャラリー、キャンプ場などを整備する「立野原コート・ドール構想」を展開
していく予定です。コート・ドールとは、フランス語で黄金の丘という意味。ここで働く人、ここに来る人、そしてこの地域全体
が潤い、たくさんの笑顔であふれる黄金の丘が少しずつ形になっていきます。

富山県のスマート農業の普及を推進し、その技術を駆使でき
る農業者や指導者の育成・確保を図るため、富山市婦中町に
スマート農業普及センターを開所しました。

No.43 ●表紙の写真
上：トレボー株式会社の皆さん／下：ぶどう畑での作業の様子

この冊子は再生紙を使用しています。

第43号　令和4年3月 この冊子は、富山県農村環境創造基金ならびに棚田地域水と土保全基金で発行されています。

□本誌に関するご要望、ご意見等をお寄せください。住所、氏名、年齢、職業のご記入をお忘れなく。個人情報については、内容確認以外に使用いたしません。

□本誌の内容、バックナンバーが富山県ホームページでもご覧になれます。 ふるさと夢とやまhttps://www.pref.toyama.jp/

ワインの樽詰め作業▶

ドメーヌボーの外観▶

代表取締役社長
中山安治さん

スマート農機の展示

農業用ドローン農業用ドローン

ロボットトラクタロボットトラクタ

■お問い合わせ先 公益社団法人富山県農林水産公社 スマート農業普及センター
〒939-2707　富山市婦中町東本郷101番地　TEL.076-465-4424　FAX.076-465-5481

『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』

●トラクタ運転シミュレータ
●ロボットトラクタ
●自動操舵田植機
●収量コンバイン
●GPSガイダンス装置

●ドローン
●ドローンシミュレータ
●自動給水栓
●経営管理システム

研修用
機器

日本初！！
トラクタ運転シミュレータ

スマート農業指導員養成研修

本施設では、各種スマート農機を展示するだけでなく、ドローン操作や
トラクタ作業を体感できるシミュレータ室でほ場での操作を初心者か
ら経験者まで段階に応じて研修できるほか、「経営管理システム」を活
用したほ場管理作業などのデータの解析・活用の実習も可能です。
さらに100人規模の研修会が可能な大会議室を備え、農機メーカー
等が開催するスマート農機の実演会や研修会等の場としても活用し
ていく予定です。ぜひご利用ください。

のご紹介のご紹介
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地域の魅力を発見し、農業を活かした生活スタイルを考える
富山市婦中町道島・上野地区

閉園した幼稚園舎を活用！
地域のコミュニケーション拠点へ

小さな休み時間を過ごしませんか／TAKI CAFÉ
国際色豊かな農園、メニューも工夫次第／㈱葉っぴーFarm

＊ふるさとウォッチング
地域一体となった環境整備を！
七口環境保全会（滑川市） 

棚田を起点とした農村の美しさを全国へ
長坂の棚田（氷見市） 

＊地域の魅力を発見！ とやま農山漁村インターンシップ
地域の魅力を発見し、農業を活かした生活スタイルを考える
富山市婦中町道島・上野地区

＊中山間地域チャレンジ支援事業
閉園した幼稚園舎を活用！
地域のコミュニケーション拠点へ
砺波市栴檀野自治振興会

＊魅力たっぷり！とやまの6次産業化
小さな休み時間を過ごしませんか／TAKI CAFÉ
国際色豊かな農園、メニューも工夫次第／㈱葉っぴーFarm
＊カモ親子の農村日記
先人の努力がつなぐ用水 下条用水
（富山市・滑川市・上市町）

＊トピックス
世界かんがい施設遺産県内初登録！ 常西合口用水（富山市）
自然と遊ぼう！やまびこの郷〝夢創塾〞（朝日町蛭谷）
とやま帰農塾2022／第11回「とやまの農山村写真展」

ホームページ



どこに住んでいても
み～んな農村に
支えられているね！

地域一体となった環境整備を！
　滑川市では、現在42の活動組織が「多面的機能支払交付金」
を活用し様々な農村を守る共同活動を行っています。ここでは、
特に積極的に地域農業の継続と地域の活性化に取り組んでい
る『七口環境保全会』の活動を紹介します。

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

　

保
全
会
で
用
水
路
の
点
検
を
行
っ
て
い
る
際
に
発
見
し

た
危
険
箇
所
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
の
農
業
用
水
路
へ
の

転
落
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
危
険
啓
発
看
板
「
用
水

だ
！
」を
設
置
す
る
な
ど
、安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
保
全
会
の
活
動
で
農
地
周
辺
だ
け
で
な
く
地
区

全
体
の
景
観
を
含
め
た
農
村
環
境
が
少
し
ず
つ
改
善
さ
れ

て
お
り
、地
域
住
民
が
地
域
の
魅
力
を
再
確
認
で
き
た
こ
と

で
よ
り
一
層
の
美
化
意
識
の
浸
透
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、生
物
の
生
息
状
況
調
査
を
通
じ
て
子
供
た
ち
と
地

域
と
の
繋
が
り
が
深
ま
り
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

が
図
ら
れ
た
ほ
か
、危
険
な
用
水
路
に
注
意
看
板
が
設
置
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
住
民
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

七
口
環
境
保
全
会
で
は
、
少
し
ず
つ
こ
の
活
動
に
取
り
組

む
農
地
の
面
積
を
拡
大
さ
せ
、積
極
的
に
新
た
な
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。し
か
し
な
が
ら
、
保
全
会
に

参
加
す
る
住
民
の
更
な
る
高
齢
化
や
兼
業
で
働
く
現
役
世

代
の
労
働
環
境
の
変
化
に
よ
り
近
い
将
来
、こ
れ
ら
の
共
同

活
動
の
継
続
が
難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
は
と
の
危
機
感
が

あ
り
ま
す
。地
域
の
活
動
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
っ
て
い
る

一
方
、
役
員
や
草
刈
り
作
業
へ
の
参
加
メ
ン
バ
ー
が
固
定
化

し
て
い
る
一
面
も
あ
り
、
地
域
全
体
で
活
動
に
取
り
組
む
体

制
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
今
後
の
課
題
と
し
て
、
こ

の
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活
用
し
た
活
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
。 今

後
の
課
題

き
っ
か
け
は
地
域
の
危
機
感
か
ら

　

保
全
会
は
自
治
会
や
地
域
の
生
産
組
合
な
ど
農
家
だ
け
で

な
く
、
非
農
家
も
含
め
た
2
2
0
名
程
度（
役
員
は
会
長
以
下

13
名
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

４
月
に
年
間
の
活
動
計
画
を
立
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
農
地

法
面
・
農
道
路
肩
・
水
路
等
の
草
刈
り
、
泥
上
げ
な
ど
の
農

業
の
生
産
基
盤
を
守
る
活
動
の
ほ
か
、周
辺
道
路
の
植
栽
や
子

供
た
ち
に
よ
る
生
物
の
生
息
状
況
調
査
な
ど
も
行
い
環
境
保

全
活
動
の
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
11
月
頃
に
は
農
業
者

や
地
域
住
民
が
老
朽
化
の
進
む
農
業
用
水
路
の
目
地
補
修
な

ど
を
直
接
実
施
し
て
い
ま
す
。七
口
環
境
保
全
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
活
動
に
地
域
で
農
業
を
営
む
人
は
も
ち
ろ
ん
、非
農
業
者

も
参
加
し
や
す
く
な
る
よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
工
夫
し
て
実

施
し
て
お
り
、
様
々
な
共
同
活
動
を
通
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

活
動
内
容

取
り
組
み
に
よ
る
効
果

F u r u s a t o  W a t c h i n g
ふるさと保 全 活 動 の 紹 介

七口環境保全会

Part.1

滑川

身近な
用水で

いきも
の調査

!

危険箇所に設置された

「用水だ！」

地域の道路を
彩る植栽

とや
まの農

業・農村が
持つ

多面的機
能

　農業・農村の有する多面的機能（国土
の保全、水源の涵養、自然環境の保全、良
好な景観の形成等）の維持・発揮を図る
ため、適切な保全管理（農地法面の草刈
り、水路の泥上げ、水路等の補修・更新）
を支援するための交付金です。

多面的機能支払交付金とは？

用水路の
直営施工による補修

水路の
草刈り

地域活動の
集合写真

　

農
業
や
農
村
は
、国
土
の
保
全
、水
源
の
涵
養
、自
然
環
境
の

保
全
、
良
好
な
景
観
の
形
成
等
の
多
面
的
機
能
を
有
し
て
お

り
、
地
域
に
密
着
し
、
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
存
在
で
あ
り
、

集
落
住
民
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
守
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

し
か
し
、
近
年
の
農
村
地
域
の
過
疎
化
、
高
齢
化
等
の
進
行

に
伴
う
集
落
機
能
の
低
下
に
よ
り
、
地
域
の
共
同
活
動
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
多
面
的
機
能
の
発
揮
に
支
障
が
生
じ
つ
つ

あ
り
ま
す
。住
民
一
人
ひ
と
り
が
「
こ
の
ま
ま
で
大
丈
夫
だ
ろ

う
か
・
・
・
」
と
地
域
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　

七
口
地
区
で
は
こ
の
よ
う
な
状
況
を
打
開
し
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
、令
和
元
年
度
か
ら
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
を
活

用
し
た
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

か
ん
よ
う

23



・中山間地域とはどんな地域？
　中山間地域とは、山間地およびその周辺の地域、
そのほか地理的条件が悪く、農業をするのに不利な
地域をいいます。本県では県全体に対して面積約7
割、人口約2割を占めており、県土の保全等について
重要な役割を担っています。
　中山間地域等直接支払制度とは、傾斜などの農業
生産条件が不利な地域において、協定に基づいて農
業生産活動等を行う場合に面積に応じた額を交付
し、将来に向けて農業生産活動を維持するための活
動を支援するものです。

中山間地域等直接支払制度とは？

棚田を起点とした
農村の美しさを全国へ
　石川県境に程近く氷見市北西部に位置する長坂集落。標高
約２００ｍの急傾斜地には美しい棚田が広がっています。天気
のよい日には、富山湾越しに浮かぶ立山連峰を眼下に望む美し
い景観が広がり、平成 11年に「日本の棚田百選」に認定されま
した。平成 10年には、富山県初の「棚田オーナー制度」を開始
し、棚田の魅力を広く発信しながら地域活性化に向けた活動に
精力的に取り組む長坂集落の魅力を紹介します。

　

都
市
住
民
が
田
植
え
や
稲
刈
り
な
ど
の
農
作
業
体
験
を
し

な
が
ら
交
流
活
動
を
す
る
長
坂
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
。オ
ー

ナ
ー
が
来
ら
れ
な
い
間
の
普
段
の
田
ん
ぼ
の
管
理
は
「
椿
衆

（
つ
ば
き
し
ゅ
う
）」
と
呼
ば
れ
る
地
元
住
民
た
ち
が
行
い
ま

す
。「
椿
衆
」は
農
作
業
体
験
の
際
に
は
、
棚
田
オ
ー
ナ
ー
に
指

導
し
な
が
ら
一
緒
に
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
オ
ー
ナ
ー
活
動
を
始
め
る
き
っ
か
け
は
、
中
山
間
地
域

の
人
口
減
少
や
高
齢
化
が
深
刻
化
、
担
い
手
不
足
が
進
行
し
、

農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
い
く
の
で
は…

と
長
坂
集
落
の
住
民

た
ち
は
危
機
感
を
感
じ
た
か
ら
で
す
。「
集
落
の
農
地
を
守
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
住
民
の
強
い
思
い
が
、
県
や
市
、

関
係
機
関
を
動
か
し
、
農
地
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
地

域
活
性
化
策
と
し
て
の
棚
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。

　

い
ま
で
は
県
内
外
か
ら
年
間
延
べ
３
０
０
人
も
の
オ
ー

ナ
ー
や
そ
の
他
関
係
者
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
、
多
く
の
人
た

ち
が
長
坂
集
落
の
美
し
い
景
観
や
美
味
し
い
お
米
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。 棚

田
オ
ー
ナ
ー
と
の
農
村
交
流

　

長
坂
地
区
に
は
、棚
田
オ
ー
ナ
ー
以
外
の
観
光
客
も
年
間
を

通
し
て
多
く
訪
れ
、「
棚
田
の
里
」と
し
て
知
ら
れ
地
域
の
活
性

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

美
し
い「
棚
田
の
里
」を
よ
り
良
い
形
で
後
世
に
渡
し
て
い
く

た
め
に
も
、長
坂
集
落
は「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」を

活
用
し
、
幅
広
い
年
代
の
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
農
用
地
を
中

心
に
集
落
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
草
刈
り
や
水
路
等
の

設
備
補
修
な
ど
地
域
環
境
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、こ

の
活
動
を
通
し
て
世
代
を
超
え
た
絆
が
深
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
『
天
平 

夢
の
里
長
坂 

心
の
ふ
れ
あ
う
村
づ
く
り
』
と
い
う
集

落
内
の
名
所
旧
跡
を
紹
介
す
る
冊
子
。こ
の
冊
子
で
は
寺
社
や

古
木
、
滝
な
ど
を
紹
介
し
、
観
光
客
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て

活
用
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の

「
地
域
の
宝
」と
し
て
の
価
値
を
後
世

へ
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
も
込
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
地
域
の
宝
」を
観
光
資
源
に

「
棚
田
の
里
」を
守
る
保
全
活
動

F u r u s a t o  W a t c h i n g
ふるさと保 全 活 動 の 紹 介

棚田オーナー
との田植え

道路脇に植
栽をして

地域をより美
しくします

オーナ
ーが来ら

れない間の
草刈りなど

地域住
民で協力

して行いま
す

棚田を見下ろす県道306号線
沿いにたたずむ大いぬぐす

名所の一つ曹洞宗のお寺
光西寺

天平
夢の里長坂 
心のふれあう
村づくり

長坂の棚田

氷見

Part.2

地
元
住
民
に
教
わ
り
な
が
ら

稲
刈
り
を
し
ま
す

　

長
坂
集
落
の
藤
井
隆
区
長
は
「
こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
お
褒

め
の
言
葉
を
棚
田
オ
ー
ナ
ー
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
く
こ
と
で
、

地
域
住
民
は
農
地
の
維
持
活
動
に
よ
り
一
層
励
ん
で
い
ま
す
。棚

田
オ
ー
ナ
ー
の
方
々
だ
け
で
な
く
、
観
光
に
来
た
方
々
に
も
長

坂
の
良
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。そ
し
て
こ
こ
長
坂
か
ら
、
自
然
豊
か
な
氷
見
市
の

景
観
を
全
国
へ
発
信
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
ふ
る
さ
と
氷
見
を

愛
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
」と
話
し
ま
し
た
。

　

長
坂
の
棚
田
を
き
っ
か
け
に
氷
見
の
魅
力
が
全
国
に
広
が

る
の
が
楽
し
み
で
す
。

富山湾越しに浮かぶ
立山連峰を眼下に望む
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総代から獅子舞を
教わります

地域の魅力を
発見！

農林漁業体験や地域づくり活動などを通じて地域の現状や課
題を知り、若者目線で解決策を提案する「とやま農山漁村イン
ターンシップ事業」。今回は県内在住の大学生が4か月間、自宅
から通いながら問題点を明らかにし、解決に向けて知恵を絞り
ました。その様子をレポートします。

　この地域で農業を続けながら楽しく暮
らすには？、地域の魅力をもっとPRするに
は…？。学生たちが考えたアイデアを発表
しました。
　地域の皆さんからは少々手厳しい質問
もありましたが、この提案を機に様々な議
論が交わされ、昔話から未来構想までたく
さんの話を聞くことができました。今回の
活動で道島・上野地区のファンになった学

生の二人。地域の皆さんも「また友
達を連れて遊びに来られ」とすっか

り打ち解けた様子。今後も、地域の祭り
や農作業のお手伝いを通じて交流を続
けていくことでしょう。

富山市婦中町道島・上野地区
【日　程】令和3年8月9日（月）～

12月19日（日）の間で計8日間活動

【参加者】県内の大学から2名
（男性1名／女性1名）が参加

とやま農山漁村インターンシップ in 道島・上野

地区のみなさんと記念撮影

　
過
疎
化
が
進
む
一
方
、伝
統
行
事
や
ほ
た
る
の

里
づ
く
り
な
ど
、地
域
特
性
を
活
か
し
た
活
性
化

に
取
り
組
む
富
山
市
婦
中
町
道
島
・
上
野
地
区
。

　
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る
8
月
、と
や
ま

農
山
漁
村
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
が
始
ま
り
ま
し

た
。ま
ず
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
地
域
の
皆

さ
ん
と
学
生
が
対
面
。こ
の
地
区
の
基
礎
知
識
を

教
わ
り
、案
内
し
て
も
ら
い
ま
す
。富
山
の
米
に

ほ
れ
込
ん
で
3
年
前
に
移
住
し
、自
然
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
る

ふ
も
と麓

さ
ん
の
田
ん
ぼ
も
見
学
。移
住

者
目
線
で
見
た
地
域
の
印
象
を
聞
き
ま
し
た
。

　
交
流
活
動
を
中
心
に
魅
力
的
な
活
動
を
続
け

て
い
る
道
島
・
上
野
地
区
で
す
が
、他
の
中
山
間

地
域
と
同
様
、リ
ー
ダ
ー
の
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
う
現
状…

。さ
て
、

学
生
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
解
決
す
る
ア
イ
デ
ア
を

出
す
の
で
し
ょ
う
か
。

地
域
の
活
動
に
参
加
！

道
島
・
上
野
地
区
の
生
活
と
は
？

　
い
よ
い
よ
地
域
の
活
動
に
参
加
し
、交
流
や
暮
ら
し
を

体
験
し
ま
す
。道
島
・
上
野
地
区
で
は
毎
年
、地
元
・
音
川

小
学
校
5
年
生
の
児
童
と
田
植
え
・
稲
刈
り
を
し
て
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
が
、今
回
は
学
生
の
二
人
も
お
手
伝
い
！

　
ま
ず
は
準
備
と
し
て
、地
域
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
昔
な
が
ら
の 

は 

　
さ 

稲
架
を
作
り
ま
す
。地

域
の
皆
さ
ん
は
簡
単
そ
う
に
し
て

い
ま
す
が
、や
っ
て
み
る
と

結
構
大
変
。学
生
た
ち
は

皆
さ
ん
の
足
腰
の
強
さ
に

驚
い
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
翌
日
は
小

学
生
と
の
稲
刈
り
体
験
。小
学
生
と

一
緒
に
稲
の
束
を
作
り
ま
す

が
、こ
れ
も
な
か
な
か
難
し

い
。地
域
の
皆
さ
ん
の
熟
練
の

技
を
目
の
当
た
り
に
し
、こ
の
技
術
や
文
化
を
ど
う
後
世

に
伝
え
て
い
く
か
、学
生
も
考
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
稲
刈
り
を
終
え
る
と
、野
生
鳥
獣
か
ら
水
稲
を
守
る
電

気
柵
の
撤
去
作
業
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
と
や
ま
農
業
・
農

村
サ
ポ
ー
タ
ー
と
一
緒
だ
っ
た
の
で
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま

し
た
が
、こ
の
設
置
と
撤
去
を
毎
年
し
て
い
る
地
域
住
民

の
苦
労
を
思
う
と
、少
し
で
も
楽
し
く
こ
な
す
に
は
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
と
、

再
び
頭
を
悩
ま
せ
ま

し
た
。

　
地
元
の
農
事
組
合

法
人「
音
川
加
工
」で

の
大
カ
ブ
漬
け
も
体

験
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
。

な
ん
と
、こ
の
大
カ
ブ

の
ス
ラ
イ
ス
は
す
べ
て

手
作
業
で
す
。ス
タ
ッ

フ
の
お
母
さ
ん
た
ち
は「
10
年
や
っ
て
も
難
し
い
ね
」と
笑

い
ま
す
が
、腕
は
本
物
で
す
。学
生
た
ち
も
挑
戦
し
ま
し
た

が
、あ
ま
り
の
難
し
さ
に
四
苦
八
苦
。お
母
さ
ん
た
ち
に
敬

意
を
表
す
る
と
共
に
、こ
の
技
の
継
承
も
課
題
だ
と
感
じ

た
よ
う
で
す
。

提案発表会

▲ 小学生と稲刈り交流

▲ 協力して稲架を作る

▲ 電気柵の撤去を学びます

◀ 職人技を体験！

▼ 地域内の名所も見学

　 

麓
さ
ん
か
ら
の
話
を

◀ 

真
剣
に
聞
く
学
生

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と

散
策
で
地
域
の
魅
力
を
知
ろ
う
！

インターンシップ

テーマ稲架掛けが
完成！

は さ が

もしもここに住むなら？
地域の魅力を発見し、農業を活かした
生活スタイルを考える。
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砺
波
市
栴
檀
野
地
区
は
市
の
東
側
に
位
置
す
る
中
山
間
地
。

増
山
城
跡
を
は
じ
め
と
す
る
名
所
旧
跡
や
県
民
公
園
頼
成
の

森
な
ど
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
点
在
し
、歴
史
と
自
然
が
一
体
と

な
っ
た
地
域
資
源
が
豊
か
な
地
区
で
す
。

　
令
和
元
年
度
に
は
地
区
を
通
る
国
道
3
5
9
号

砺
波
東
バ
イ
パ
ス
が
全
線
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、

都
市
部
と
の
交
通
ア
ク
セ
ス
が
大
き
く
向
上
し
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
栴
檀
野
地
区
は
11
の
集
落
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、住
居
も
広
く
分
散
し
て
い
ま
す
。人
口

が
10
年
前
に
比
べ
て
2
0
0
人
以
上
も
減
少

し
、
55
歳
以
上
の
住
民
の
比
率
も
半
数
を
超

え
る
こ
と
か
ら
、
10
年
後
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
維
持
で
き
る
だ
ろ
う
か
と
住
民
の

方
々
が
心
配
し
て
い
ま
し
た
。

コミュニティカフェ「もぐもぐ」

砺波市栴檀野地区

閉
園
し
た
幼
稚
園
舎
を
活
用
！

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
拠
点
へ

砺
波
市
栴
檀
野
（
せ
ん
だ
ん
の
）
自
治
振
興
会

中山間地域チャレンジ支援事業 砺波市栴檀野自治振興会

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
！

地
域
の
魅
力
発
信
！！

課
題
と
向
き
合
う

チ
ャ
レ
ン
ジ
進
行
中
！

　
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な
い
、何
か
対

策
を
と
城
田
栄
一
自
治
振
興
会
長
は

常
々
考
え
て
い
ま
し
た
。「
地
域
の
賑

わ
い
を
創
出
し
た
い
！
」そ
ん
な
思
い

が
募
る
中
、令
和
元
年
度
に
県
の
支
援
で
住
民
参
加

に
よ
る「
せ
ん
だ
ん
の
未
来
会
議
」を
実
施
。そ
こ
で

作
成
し
た
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
実
現
に
向
け
、翌
年

度
か
ら「
中
山
間
地
域
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業
」に
取

り
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
住
民
が
気
軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き

る
拠
点
づ
く
り
の
た
め
、閉
園
と
な
っ
た
幼
稚
園
舎

を
利
用
し
た「
せ
ん
だ
ん
のH

ILL(

ヒ
ル)

」を
令
和

3
年
4
月
29
日
に
オ
ー
プ
ン
。

　
会
長
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
挨
拶
の
中
で「
さ
ま
ざ

ま
な
人
に
利
用
し
て
も
ら
い
、元
気
の
あ
る
地
域
に

し
た
い
。」と
熱
い
思
い
を
語
り
、当
日
は
4
0
0
人

も
の
人
が
地
場
産
野
菜
な
ど
を
販
売
す
る
ミ
ニ
マ
ル

若
手
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

つ
な
が
り
で
魅
力
あ
る
場
所
に
！

　
せ
ん
だ
ん
のH

ILL

は
マ
ル
シ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
情
報
発
信
な
ど
の
若
手
ス

タ
ッ
フ
の
活
躍
に
よ
り
、砺
波
市
内
外
か
ら
子
育
て

世
代
を
中
心
に
多
く
の
人
が
訪
れ
る
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、富
山
森
の
こ
ど
も
園
と
の
連
携
に
よ
り
、コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
や
ア
ー
ス
オ
ー
ブ
ン
も
設
置

さ
れ
、ま
す
ま
す
魅
力
あ
る
空
間
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
住
民

の
思
い
を
大
切
に
し
、

地
区
の〝
良
い
宝
〞を

さ
ら
に
磨
き
、
新
し

く
作
り
出
し
た
魅
力

と
合
わ
せ
た
発
信
が

楽
し
み
で
す
。

地
区
の
新
た
な
魅
力
！

こ
こ
に
て
輝
く
！

　
栴
檀
野
地
区
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
ま
だ

ま
だ
続
き
ま
す
。令
和
4
年
度
に
は
高
齢
者

の
移
動
手
段
確
保
の
た
め
の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
と

居
酒
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。ど
ち
ら

も
具
体
的
に
計
画
や
運
用
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

地
域
の
さ
ら
な
る
活
性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
ま
だ
持
続
可
能
な
施
設
運

営
な
ど
の
課
題
は
残
り
ま
す

が
、チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘

れ
ず
に
住
民
全
員
で
楽
し
み

な
が
ら
地
域
活
性
化
を
目
指

す
栴
檀
野
地
区
。

　
み
な
さ
ま
も
お
近
く
に
お

越
し
の
際
に
は
、ぜ
ひ「
せ
ん

だ
ん
のH

ILL

」に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

シ
ェ
や
お
遊
戯
室
で
の
ピ
ア
ノ
と
バ
イ
オ
リ
ン
の
演

奏
会
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
せ
ん
だ
ん
のH

ILL

は
当
面
の
間
、イ
ベ
ン
ト
や
レ

ン
タ
ル
予
約
時
の
み
の
開
館
で
す
が
、併
設
さ
れ
て
い

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ「
も
ぐ
も
ぐ
」は
毎
週
土
日

の
10
時
か
ら
14
時
ま
で
営
業
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
取
り
組
み
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た「
せ

ん
だ
ん
の
未
来
会
議
」を
今
後
も
毎
年
開
催
し
、地
元

中
学
生
な
ど
の
若
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
取
り
入
れ
た
地

区
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

チャレンジ
支援事業の

紹介

中山間地域

▲ 国道359号

▲ 栴檀野地区

▲ グループ発表の様子 城田自治振興会長

▲ スタッフミーティング

▲ せんだんの未来会議

▼ こども園演奏会の様子

コミュニティガーデン ▶

　 「せんだんのHILL」
▼ オープンデーのチラシ

▼ せんだんのHILL（旧栴檀野幼稚園）の外観

中山間地域チャレンジ支援事業とは?

中山間地域の集落と企業・団体等が連携

して取り組む農山村を元気にする活動に

対して、県が支援する事業です。

住所／砺波市宮森新159番地（旧栴檀野幼稚園）
営業日／カフェ「もぐもぐ」  毎週土日10時～14時

せんだんのHILL

詳しい情報はインスタグラムを
ご覧ください。
＠sendanno_tnm
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国際色豊かな農園、
メニューも工夫次第

住所／射水市円池23 　電話／0766-75-9747 
休業日／火・土曜日、お盆・年末年始 
アクセス／小杉インターより車で約７分
ホームページ／https://www.happy-f-toyama.com 　 
Facebook／@葉っぴFarm

～㈱葉っぴーFarm（ハッピーファーム）～

小さな休み時間を
過ごしませんか

住所／入善町蛇沢68 　電話／0765-76-0256
営業日／木・金曜日（ご予約にてランチ・体験の営業）
　　　　土曜日10時～17時（カフェのみ）
アクセス／黒部インターより車で約13分
Instagram／@takicafeshop
Facebook／@TAKI-CAFÉ

～TAKI CAFÉ（タキカフェ）～

優しい木調の店内優しい木調の店内ダルマ・ラマさんダルマ・ラマさん

オーナーの瀧本真由美さんオーナーの瀧本真由美さん

▲ ダルマさんのハウスは遠くからでも目を引きます

▲ エゴマの搾油体験

▼ この畑で栽培した食材を使用しています

小松菜パウダーや小松菜ペーストは県内外のパン屋やお菓子屋
さんを中心に活用されています。栄養価が高いので、離乳食から
介護食まで幅広い用途があります。

▲ ネパール餃子「モモ」
ネパール餃子「モモ」は、ダルマさんが故郷ネ
パールの味を日本人にも味わってほしいと商
品化しました。

カレーライスカレーライス

サンドイッチサンドイッチ

◀ 

ダ
ル
マ
さ
ん
が
描
い
た
仏
画

▼ ドライ柿

魅力たっぷり！とやまの6次産業化魅力たっぷり！魅力たっぷり！魅力たっぷり！とやまの6次産業化とやまの6次産業化とやまの6次産業化

射
水
市
に
、ネ
パ
ー
ル
出
身
の
仏
画
師
の

ダ
ル
マ
・
ラ
マ
さ
ん
が
手
掛
け
る
、

「
葉
っ
ぴ
ー
F
a
r
m
」が
あ
り
ま
す
。

　

ダ
ル
マ
さ
ん
は
こ
だ
わ
り
の
小
松
菜
を
作

り
続
け
て
７
年
目
。
後
継
者
不
在
に
悩
む
地

元
農
家
か
ら
農
場
を
引
き
継
ぎ
法
人
化
。

　

そ
の
後
、県
の「
６
次
産
業
化
と
や
ま
の
魅

力
発
信
事
業
」を
活
用
し
販
路
開
拓
や
加
工

場
の
新
設
を
進
め
、
事
業
拡
大
に
精
力
的
に

活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

有
機
質
肥
料
を
中
心
に
栽
培
さ
れ
た
小
松

菜
は
、「
色
鮮
や
か
で
や
わ
ら
か
く
、糖
度
も
高

い
。ま
た
、ア
ク
が
少
な
い
の
で
生
で
も
食
べ

ら
れ
ま
す
よ
」、
と
自
信
た
っ
ぷ
り
。「
葉
っ

ぴ
ー
F
a
r
m
の
小
松
菜
を
食
べ
、違
い
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」と
ほ
ほ
笑
む
ダ
ル
マ
さ
ん

の
姿
が
印
象
的
で
す
。 

　

加
工
場
で
は
料
理
に
使
う
小
松
菜
パ
ウ

ダ
ー
、小
松
菜
ペ
ー
ス
ト
を
商
品
化
し
、食
品

の
廃
棄
ロ
ス
の
削
減
や
地
産
地
消
な
ど
、積
極

的
な
S
D
G
s（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
）に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
商
品
は
葉
っ
ぴ
ー

F
a
r
m
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
購
入
で
き
る

ほ
か
、現
地
へ
行
け
ば
直
接
購
入
も
で
き
ま
す
。 

　

ダ
ル
マ
さ
ん
は
農
業
の
傍
ら
ネ
パ
ー
ル
の

仏
画
を
描
く
絵
師
の
活
動
も
し
て
お
ら
れ
ま

す
。ダ
ル
マ
さ
ん
の
働
く
姿
は
、仏
画
師
の
繊

細
な
筆
タ
ッ
チ
そ
の
ま
ま
で
、一
つ
一
つ
の
作

業
が
と
て
も
丁
寧
で
、ち
密
に
組
み
立
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、併
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
の
２
階
に
あ
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
開
放
さ
れ
て
お
り
、ご
自
身

が
書
い
た
曼
陀
羅
の
鑑
賞
も
可
能
で
す
の
で
、

ぜ
ひ
一
度
広
大
で
国
際
色
豊
か
な
小
松
菜
ハ

ウ
ス
を
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

入
善
町
蛇
沢
の
集
落
の
一
角
に
、落
ち
着

い
た
雰
囲
気
の
黒
い
木
造
建
て
の
カ
フ
ェ
、

「
T
A
K
I 

C
A
F
É
」が
あ
り
ま
す
。

　

T
A
K
I 

C
A
F
É
は
、「
地
域
の
人
た
ち

が
集
う
農
園
カ
フ
ェ
」を
目
指
し
、平
成
29
年
に

オ
ー
プ
ン
、週
末
を
中
心
に
営
業
し
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
瀧
本
真
由
美
さ
ん
は
、そ
れ
ま

で
の
福
祉
関
係
の
経
験
を
活
か
し
、週
の
前
半

は
子
育
て
支
援
の
専
門
員
と
し
て
活
躍
さ
れ

て
い
ま
す
。長
年
、農
業
は
心
と
体
を
元
気
に

す
る
と
感
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、自
ら
農
業
を

す
る
こ
と
で
、心
と
体
を
元
気
に
し
た
い
と
い

う
思
い
と
、ほ
っ
と
一
息
で
き
る
居
場
所
を
つ

く
り
た
か
っ
た
こ
と
が
、
カ
フ
ェ
を
始
め
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

瀧
本
さ
ん
の
商
品
づ
く
り
の
モ
ッ
ト
ー
は

「
し
ぜ
ん
が
お
い
し
い
。か
ら
だ
に
や
さ
し
い
」。

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、体
に
優
し
い
素
材
を
使
っ
た

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
の
軽

食
、シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ
や
ス
ム
ー
ジ
ー
な
ど
、特

に
ヘ
ル
シ
ー
志
向
の
方
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

食
材
の
一
部
は

カ
フ
ェ
の
側
に
あ

る
畑
や
ハ
ウ
ス
で

栽
培
し
、イ
チ
ジ
ク
や
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、エ
ゴ

マ
、ニ
ン
ニ
ク
な
ど
体
に
良
い
と
い
わ
れ
る
も

の
を
季
節
毎
に
メ
ニ
ュ
ー
に
た
っ
ぷ
り
使
っ

て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、こ
れ
ら
の
素
材
の
良
さ
を
生
か

す
た
め
、
甘
さ
控
え
め
の
体
に
優
し
い
メ

ニ
ュ
ー
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、お
客
さ
ん
か
ら
の
リ
ク
エ
ス
ト
も
あ

り
、テ
イ
ク
ア
ウ
ト
商
品
の
開
発
に
も
熱
心
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
や
焼

き
菓
子
な
ど
に
も
挑
戦
し
、
品
目
を
ど
ん
ど

ん
増
や
し
て
い
ま
す
。昨
秋
か
ら
は
、新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
自
家
栽
培
の
エ
ゴ
マ
の
搾

油
体
験
を
実
施
。自
分
で
絞
る
エ
ゴ
マ
の
香
り

は
格
別
で
、人
気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
体
に
良
い
食
材
の
自
家
栽
培
を

さ
ら
に
増
や
す
た
め
の
栽
培
技
術
を
学
び
た

い
と
の
こ
と
。

　

T
A
K
I 
C
A
F
É
で
、

〝
小
さ
な
休
み
時
間
〞

　

 　

過
ご
し
ま
せ
ん
か
！

ぜひ違いを
感じてください!

小松菜ハウスで、
こだわりの
栽培です！

小松菜入り
葉っぴーFarm
オリジナル
MOMO（モモ）

Hea lthy!

㈱葉っぴーFarm㈱葉っぴーFarm
射水市射水市

TAKI CAFÉTAKI CAFÉ
入善町入善町

魅力たっぷり！魅力たっぷり！

6とやまの次産業化次産業化666とやまのとやまの
次産業化次産業化66

絞りたての
香りが格別！

しぜんがおいしい
からだにやさしい

雰囲気のある黒い木造建て雰囲気のある黒い木造建て

ホームページ Instagram
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事業実施区域

下条用水
滑川市

上市町
富山市

　

上
市
川
は
氾
濫
に
よ
り
流
路
を
変
え
郷
川
と
合
流
し
て
か

ら
は
合
流
部
の
や
や
上
流
で
上
市
川
を
せ
き
止
め
て
下
条
用

水
を
引
い
て
い
ま
し
た
が
、上
市
川
は
氾
濫
す
る
だ
け
で
な

く
、夏
に
は
水
が
枯
れ
る
な
ど
苦
労
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
た
め
、越
中
上
条
石
割
村
の
豪
農
・
杉
木
弥
助
が
右

岸
を
流
れ
る
郷
川
か
ら
下
条
用
水
に
取
水
す
る
灌
漑
工
事

を
計
画
。万
延
元
年（
１
８
６
０
年
）、私
財
を
投
げ
打
っ
て

上
市
川
の
川
底
を
掘
り
、地
中
に
埋
樋（
う
ず
ひ
）を
敷
設
す

る
大
工
事
を
成
功
さ
せ
ま
し
た
。（
図
①
参
照
）

カモ親子の農村日記 先人の努力がつなぐ用水 ●土地改良施設の紹介

　

杉
木
弥
助
が
設
置
し
た
埋
樋
は
木
製
だ
っ
た
た
め
、昭
和

初
期
に
な
る
と
腐
食
し
て
漏
水
が
激
し
く
な
り
ま
し
た
。ま
た

郷
川
左
岸
で
上
江
、下
江
用
水
に
分
岐
す
る
取
水
堰
は
、洪
水

の
た
び
に
流
さ
れ
、絶
え
ず
補
修
が
必
要
で
し
た
。

　

特
に
昭
和
９
年（
１
９
３
４
年
）夏
の
豪
雨
で
は
、上
流
の

寺
町
集
落
の
ほ
と
ん
ど
の
家
屋
が
浸
水
す
る
被
害
を
受
け
ま

し
た
。

　

こ
の
水
害
の
後
、昭
和
10
年（
１
９
３
５
年
）に
県
営
用
排

水
幹
線
改
良
事
業
に
採
択
さ
れ
、翌
年
の
10
月
28
日
に
起
工

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
郷
川
で
水
を
せ
き
止
め
、上
市
川

側
の
郷
川
左
岸
に
取
水
口
を
設
け
、上
市
川
の

川
底
下
を
ヒ
ュ
ー
ム
管
の
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
（※1）
で

横
断
さ
せ
、左
岸
に
送
り
ま
す
。そ
し
て
コ
ン

ク
リ
ー
ト
製
の
幹
線
水
路
を
経
て
、穴
の
開

い
た
仕
切
り
板
を
設
け
た
オ
リ
フ
ィ
ス
方
式
（※2）

に
よ
っ
て
上
江
用
水
と
下
江
用
水
に
分
水
し

ま
す
。（
図
②
参
照
）

　

工
事
は
３
年
の
工
期
で
完
成
。こ
れ
に
よ

り
下
条
用
水
の
安
定
的
な
取
水
と
導
水
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

水
路
改
修
か
ら

ほ
場
整
備
へ

　

用
水
の
整
備
は
終
わ
っ
た
も
の
の
、下
流

部
に
通
水
能
力
の
低
い
土
水
路
が
あ
っ
た
た

め
、排
水
の
問
題
が
解
決
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。昭
和
27
年（
１
９
５
２
年
）７
月
の

豪
雨
で
は
、小
出
川
な
ど
の
幹
線
排
水
路
の

ほ
か
、上
市
川
、白
岩
川
も
氾
濫
。東
の
上
市

川
と
西
の
白
岩
川
の
間
に
位
置
す
る
下
条
郷

は
東
西
か
ら
洪
水
の
挟
み
撃
ち
に
遭
い
ま
し

た
。郷
川
の
頭
首
工
（※3）
は
流
木
な
ど
に
ふ
さ
が

れ
て
通
水
能
力
を
失
い
、上
市
川
右
岸
堤
が

決
壊
。上
流
の
寺
町
集
落
は
１
メ
ー
ト
ル
以

上
の
浸
水
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
水
害
を
受
け
、
昭
和
31
年
（
１
９

５
６
年
）に
は
白
岩
川
右
岸
用
排
水
改
良
事

業
が
着
工
し
ま
し
た
。郷
川
の
頭
首
工
に
は

自
動
倒
伏
堰
を
採
用
し
、上
市
川
横
断
サ
イ

フ
ォ
ン
に
繋
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
同
年
、団
体
営
ほ
場
整
備
事
業「
下
条

　この地域では、農業用排水の役割や農業が
育む多面的機能を実感してもらうため、地元
の小学生を対象とした『田んぼの生きもの調
べ』を実施しています。参加した小学生からは
「アメリカザリガニが厄介者だと知ってびっく
りした」、「ごみを川に捨てないようにしたい」
といった感想が寄せられています。

▲ 田んぼの生き物調べ

▲ 図③ 国営農地再編整備事業「水橋地区」事業実施エリア

▲ 図② 郷川頭首工とサイフォンで横断の下条用水（イメージ）

▲ 郷川頭首工

▲ 図① 埋樋敷設後の下条用水（イメージ）

▲ 図④ 下条用水受益エリア

東
部
地
区
」も
着
工
。食
糧
増
産
に
向
け
た
農

業
生
産
基
盤
の
整
備
・
開
発（
土
地
改
良
事

業
）が
推
進
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
、農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
後
継

者
不
足
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。こ

う
し
た
担
い
手
不
足
に
対
す
る
危
機
感
か

ら
、農
業
経
営
の
安
定
化
・
効
率
化
を
図
る

農
地
整
備
事
業
の
機
運
が
高
ま
り
、令
和
３

年
度
に
は
国
営
農
地
再
編
整
備
事
業「
水
橋

地
区
」が
始
ま
り
ま
し
た
。（
図
③
参
照
）

　
「
水
橋
地
区
」
は
下
条
用
水
エ
リ
ア
を
含

む
富
山
市
、
滑
川
市
、
上
市
町
に
ま
た
が
る

６
１
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
対
象
と
し
て
お
り
、

①
生
産
力
向
上
、担
い
手
の
体
質
強
化
を
図

る
た
め
の
大
区
画
化
・
汎
用
化
や
ス
マ
ー

ト
農
業
の
導
入

②
高
収
益
作
物
の
導
入
や
６
次
産
業
化
に
よ

る
産
地
収
益
力
の
向
上

　

こ
の
２
点
に
注
力
し
な
が
ら
地
域
全
体
の

所
得
向
上
と
活
性
化
を
推
進
し
、全
国
に
先

駆
け
た
農
業
モ
デ
ル
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

N
二級河川 上市川

二
級
河
川
 郷
川

上江用水路他

下江用水路

ヒューム管の
逆サイフォン

郷川頭首工

下条用水路

1936 年頃から
1860 年頃から

埋樋

下条用水路

二級河川 上市川

二
級
河
川
 郷
川

上江用水路他

下江用水路

せき止め

埋樋

1676 年頃から
1860 年頃から

N

農業用水のもつ多面的機能を学ぶ

埋
樋
を
つ
く
り
郷
川
か
ら
取
水

う
ず
ひ

ご
う
が
わ

埋樋神社（写真上）と下条用水（写真右）
郷川頭首工逆サイフォンの出口には、杉木弥助
をまつる祠を建て「埋樋神社」と呼び、毎年6月1
日には地元の方々が参拝をしています。その隣に
は下条用水に係る事業の記念碑も建っています。

田に水が必要な時期には川の水をせき止めて下条用水へ取り入れ
（写真左）、耕作しない期間はせき止めずに川の水はそのまま流れ
ていきます（写真右）このほか、大雨等により上流水位が上がると
堰は自動で倒れ、洪水被害を防ぎます。

逆
サ
イ
フ
ォ
ン
で
川
底
下
を
通
す

下条用水
の歴史を学び
ましょう！

カモ親子の
農村日記
カモ親子の
農村日記

げ
じ
ょ
う

【
下
条
用
水 

富
山
市・滑
川
市・上
市
町 

】

上市川合口頭首工水系

下条用水受益エリア
（郷川頭首工水系）
上条頭首工水系

先
人
の
努
力
が
つ
な
ぐ
用
水
下
条
用
水
は
上
市
川
に
注
ぐ
郷
川
を
水
源
と
し
、中
新
川
郡
の

中
央
部
、約
４
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
灌
漑
す
る
用
水
で
す
。

現
在
の
よ
う
な
安
定
し
た
取
水
・
導
水
を
実
現
す
る
に
は
、

先
人
た
ち
の
知
恵
と
苦
労
の
歴
史
が
あ
っ
た
の
で
す
。

（※1）逆サイフォン
　用水の入口よりも出口が低い
位置にある場合、さらに低い位
置（河川の下）を通っても水が
流れるしくみ。

（※2）オリフィス方式
　小さな穴の開いた板で流量を
調整し、穴から水を流すこと。

（※3）頭首工
　川から用水路に農業用水を取
り入れるための施設。

▲ 逆サイフォン部分のヒューム管敷設の様子
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世界かんがい施設遺産
じょう さ い ご う く ち

常西合口用水

　

常
西
合
口
用
水
は
、富
山
市
を
流
れ
る

延
長
約
12
㎞
の
用
水
路
で
、世
界
有
数
の
急

流
河
川
で
あ
る
常
願
寺
川
の
左
岸
を
並
走

し
て
い
ま
す
。農
地
約
3
3
0
0
ヘ
ク
タ
ー

ル
に
か
ん
が
い
用
水
を
供
給
す
る
と
と
も

に
、上
水
道
や
工
業
用
水
の
ほ
か
、水
力
発

電
に
も
活
用
さ
れ
る
な
ど
、地
域
の
暮
ら
し

を
支
え
る
重
要
な
農
業
用
水
で
す
。

　

明
治
以
前
、常
願
寺
川
の
両
岸
に
は
数

多
く
の
用
水
と
取
水
口
が
あ
り
、特
に
流

れ
の
強
い
左
岸
側
に
お
い
て
は
、洪
水
の

度
に
多
く
の
取
水
口
の
崩
壊
や
土
砂
埋
没

　
令
和
２
年
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
71
回
国
際
か
ん
が
い

排
水
委
員
会（IC

ID

）国
際
執
行
理
事
会
に
お
い
て
、
富
山
市
の

「
常
西
合
口
用
水
」が「
世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
」と
し
て
富
山

県
内
で
初
め
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

上滝沈砂池

常西合口用水

▲ 記念碑

▼ 常西プロムナード ▼ 親子バスツアー

▲ クリアファイル &
　　　　　　PRパンフレット

▲ 記念盾

常西合口用水

地
域
を
潤
す

常
西
合
口
用
水

世
界
か
ん
が
い
施
設
遺
産
と
し
て

県
内
初
登
録
！

トピックス 常西合口用水世界かんがい遺産登録

かんがいの歴史・発展を明らかにし、理解醸成を
図るとともに、かんがい施設の適切な保全に資す
るため、歴史的なかんがい施設を国際かんがい排
水委員会（ICID）が認定・登録するもの。

建設から100年以上経過したかんがい
施設（ダム、ため池、用水路等）

近
代
農
業
土
木
史
に

残
る「
合
口
化
」

に
よ
り
、氾
濫
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、甚
大

な
農
業
被
害
が
続
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
重
な
る
河
川
の
氾
濫
を
防
ぐ
た
め
、

内
務
省
技
術
顧
問
の
オ
ラ
ン
ダ
人
技
師
ヨ
ハ

ネ
ス
・
デ
・
レ
ー
ケ
は
、常
願
寺
川
の
治
水
計
画

に
併
せ
て
、常
願
寺
川
に
あ
る
12
の
用
水
の
取

水
口
を
1
つ
に
ま
と
め
る「
合
口
化
」を
明
治

24
年（
1
8
9
1
年
）に
提
唱
し
、翌
年
に
は

同
用
水
の
開
削
工
事
に
着
手
し
ま
し
た
。「
合

口
化
」事
業
は
12
㎞
の
幹
線
水
路
や
2
箇
所
の

隧
道
工
事
等
非
常
に

困
難
を
極
め
る
も
の

で
し
た
が
、
県
内
外

か
ら
1
万
人
以
上
の

作
業
員
が
従
事
し
、

異
例
と
も
い
え
る
わ

ず
か
2
ヶ
年
で
完
成

を
む
か
え
ま
し
た
。

常
西
合
口
用
水
の
歴
史

　

当
時
、12
の
用
水
路
の
か
ん
が
い
面
積
は
約

5
0
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
び
、こ
の
よ
う
な
大

規
模
な「
合
口
化
」は
全
国
で
も
初
め
て
の
試
み

と
さ
れ
て
お
り
、そ
の
特
殊
性
や
規
模
な
ど
か

ら
近
代
農
業
土
木
史
に
残
る
大
工
事
で
し
た
。

多
面
的
機
能
の

シ
ン
ボ
ル
に

　

常
西
合
口
用
水
は
、農
地
に
農
業
用
水
を
供

給
す
る
だ
け
で
は
な
く
、上
水
道
や
工
業
用
水
、

水
力
発
電
な
ど
様
々
な
用
途
に
使
用
さ
れ
、地

域
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。春
に
は
水

路
に
沿
っ
て
咲
き
誇
る
桜
並
木
が
と
て
も
美
し

く
、毎
年
多
く
の
観
光
客
が
足
を
運
ぶ
な
ど
憩

い
と
集
い
の
場
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

県
や
常
西
用
水
土
地
改
良
区
で
は
、今
回
の

認
定
を
、地
域
の
皆
さ
ん
に
農
業
用
水
路
な
ど

が
持
つ
多
面
的
な
機
能
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
絶
好
の
機
会
と
と
ら
え
、記
念
碑
の
建

立
や
P
R
動
画
、広
報
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
、

地
域
の
子
供
た
ち
を
対
象
と
し
た
用
水
路
を
巡

る
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も「
常
西
合
口
用
水
」が
地
域
の
貴
重

な
財
産
と
し
て
、将
来
に
わ
た
り
受
け
継
が
れ

て
く
よ
う
施
設
の
役
割
や
魅
力
を
伝
え
て
い
き

ま
す
。

国内屈指のあばれ川を克服した日本最古の大規模合口用水

世界かんがい施設遺産とは

対象
施設

2021年現在15ヶ国
107施設が登録済み
（うち42施設（27府
県）が日本の施設）

登録
状況

登録
基準

①かんがい農業の画期的な発展、食
料増産、農家の経済状況改善に資
するもの

③卓越した技術であったもの等の９項
目のいずれかの基準を満たすこと

②構想、設計、施工、規模などが当時と
しては先進的なもの

登録証 ▶

新庄排砂水門

▲ 合口化の対比

　

以
後
、常
願
寺
川
右
岸
を
流
れ
る
常
東
合
口

用
水
と
常
西
合
口
用
水
の
両
岸
を
一
体
と
す
る

「
合
口
化
」へ
の
展
開
を
含
め
、県
内
各
地
で「
合

口
化
」が
進
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
契
機
に
、水
争
い
の
解
消
や
取
水
の

安
定
化
の
効
果
等
に
よ
り
、稲
作
の
増
産
が
図

ら
れ
、全
国
屈
指
の
穀
倉
地
帯
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
と
も
に
、河
川
改
修
に
付
随
し
た「
合
口

化
」が
全
国
各
地
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

県内初登録

▲ 開削工事の様子

▲ 第2隧道入口

▲ 当時の取水口
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　朝日岳のふもと、朝日町蛭谷（びるだん）の里山
に手作りの山小屋、炭焼き窯、ツリーハウスなど
17棟が集まるやまびこの郷「夢創塾」があります。
　ここは、「自然と人との共生」が学べる自然体験
学校。自然の中で生活していたころの里山体験暮ら
しや自然の恵みを教材とした多彩なプログラムを
楽しめます。

自
然
と
遊
ぼ
う！

や
ま
び
こ
の
郷〝
夢
創
塾
〞

む

そ
　
う

じ
ゅ
く

　

里
山
の
自
然
の
中
で
過
ご
し
て
み
た
い
、そ
ん
な
ロ

マ
ン
で
27
年
前
、荒
れ
果
て
た
棚
田
跡
に
山
仲
間
と
か

く
れ
屋
を
作
り
、夢
は
想
う
よ
り
創
る
も
の
と「
夢
創

塾
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
塾
長
の
長
崎
喜
一
さ
ん
。少
し

ず
つ
手
づ
く
り
で
炭
窯
や
里
山
暮
ら
し
の
小
屋
づ
く
り

を
展
開
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

1
9
9
9
年
に
N
H
K
で
放
映
さ
れ
た
新
日
本
探
訪

等
の
影
響
で
、幼
稚
園
児
か
ら
大
学
生
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
ほ
か
海
外
か
ら
の
研
修
生
も
訪
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
は
年
間
1
5
0
0
人
を
超
え
る
繁

盛
ぶ
り
で
地
元
高
齢
者
も
先
生
役
と
し
て
大
活
躍
！
地

域
活
性
化
へ
の
貢
献
を
評
価
さ
れ
、長
崎
さ
ん
は
第
1

回
オ
ー
ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
賞
や

総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。「
こ
れ
ら
は
活
動

の
励
み
と
な
り
、夢
創
塾
は
里
山
活
用
の
モ
デ
ル
だ
と

自
負
し
て
い
ま
す
。」と
長
崎
さ
ん
は
胸
を
張
り
ま
す
。

夢創塾参加者と長崎さん（写真中央）

朝日岳を望む

風の道を散歩すると
気持ちいいね！

柔らかさが人気の
びるだん和紙は
体験の定番

伐採した丸太を
みんなで運びます

石窯で一から作るピザは最高だね！

空中遊泳で
鳥になった気分を
楽しめる
ジップライン

体
験
活
動
の
舞
台
づ
く
り

トピックス やまびこの郷“夢創塾”

　

切
っ
て
育
て
る「
風
の
道
」森
づ
く
り
体
験
を
通
し
て

自
然
と
ふ
れ
あ
い
、森
と
暮
ら
し
と
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

　
「
風
の
道
」は
自
然
林
と
人
工
林
を
繋
ぐ
散
歩
道
。歩

い
て
み
る
と
周
辺
の
木
の
芽
や
山
菜
、
香
木
等
か
ら

様
々
な
発
見
と
と
も
に
、不
思
議
と
活
力
が
わ
い
て
き

ま
す
。森
づ
く
り
体
験
で
間
伐
し
た
薪
を
使
っ
て
沸
か

す
露
天
風
呂
の
癒
し
効
果
も
抜
群
。

自
然
体
験
で
自
分
発
見

　

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
飲
む
び
る
だ
ん
伝
統
の
バ
タ
バ
タ

茶
。黒
茶
を
泡
立
て
て
飲
む
ユ
ニ
ー
ク
な
お
茶
で
、飲
み

や
す
い
と
万
人
に
好
評
！
飲
み
放
題
と
山
菜
の
お
茶
請

け
が
人
気
の
郷
土
食
で
す
。

　

ま
た
、石
窯
で
焼
く
ピ
ザ
も
大
人
気
。生
地
の
練
り

上
げ
か
ら
窯
の
出
し
入
れ
ま
で
す
べ
て
参
加
者
自
ら
で

作
業
し
ま
す
。ト
ッ
ピ
ン
グ
に
は
野
菜
や
季
節
の
山
菜

が
盛
り
だ
く
さ
ん
！
最
大
25
人
分
が
一
気
に
焼
き
上
が

り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
一
人
前
か
ら
作
る
こ
と
が
で
き
、自

分
で
一
か
ら
作
る

ピ
ザ
は
絶
品
で
す
。

　

同
じ
石
窯
で
つ

く
れ
る
焼
き
芋
も

専
門
店
に
劣
ら
ぬ

味
で
、
手
作
り
の

自
然
塩
で
味
を
整

え
る
と
天
下
一
品

で
す
。 郷

土
食
は
本
物
の
味

　

伝
統
の
び
る
だ
ん
和
紙
づ
く
り
も
夢
創
塾
で
体
験
で

き
る
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
。

　

周
辺
の
里
山
に
自
生
す
る
楮
の
刈
り
取
り
か
ら
紙

漉
き
と
乾
燥
仕
上
げ
ま
で
が
体
験
で
き
、世
界
で
一
枚

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
和
紙
が
作
れ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
昨
年
完
成
し
た
大
型
塩
釜
で
ミ
ネ
ラ
ル

た
っ
ぷ
り
の
塩
づ
く
り
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。海
水
を
持
ち
込
み
、薪
や
炭
の
燃
料
で
水
分
を
飛

ば
し
、最
後
に
ニ
ガ
リ
を
除
去
し
て
完
成
。山
と
海
の

繋
が
り
を
学
び
ま
す
。

も
の
づ
く
り
で
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ

　近くを流れる谷川の周辺整備を行い水生動植物観察、水遊び
等の環境教育を充実し、昨年からフジバカマを栽培し始めたこと
で旅する蝶『アサギマダラ』が飛来するようになり、時には200匹
以上の蝶が舞う夢の世界に出会えま
す。「これを機に栽培面積を拡大して、
旅するアサギマダラの郷を作り、全国の
蝶観察仲間とのご縁を大切にさらなる
交流拡大を図りたい。」と夢を語る長崎
さん。これからの夢創塾が楽しみです。

さらなる夢づくり

　

長
さ
80
ｍ
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の
小
さ
な
谷
間
は
歓
喜

の
声
で
響
き
渡
り
ま
す
。こ
の
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
、長
崎
さ

ん
が
15
年
前
に
2
棟
の
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
を
結
ん
で
作
っ

た
も
の
。順
番
待
ち
の
間
も
丸
太
シ
ー
ソ
ー
な
ど
様
々

な
遊
び
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、子
ど
も
た
ち
を
飽
き

さ
せ
な
い
気
配
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

山と海の繋がりを
感じる塩づくり

※写真はイメージです。

アサギマダラとフジバカマ

住所／下新川郡朝日町蛭谷1
TEL・FAX／0765-84-8837
営業日／4月～11月
夢創塾ブログ
http://blog.nsk.ne.jp/nagasaki/index.html

夢創塾
む　　そう　じゅく

朝日町蛭谷
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富山県農林水産部農村振興課

トレボー株式会社 総合化事業計画（６次産業化）認定事業所

●所在地： 〒939-1755 富山県南砺市立野原西(コート・ドール)1197番地
●販売所： ワイナリー「ドメーヌボー」　
●連絡先： tel.0763－77－4639  fax.0763－77－3851
●営業時間： 10：00～16：00／定休日：毎週火曜・その他
●ホームページ： https://tresbeau.co.jp
●メール： tresbeau-info@tresbeau.co.jp

今号の表紙は、南砺市でワイナリーを運営するトレボー株式会社の皆さんです。社長の中山安治
さんは高岡市で長年、酒販店を営んでいましたが、67歳になった時、「これまで家族を養ってこれた
のはワインのおかげ。残りの人生はワインづくりで富山に恩返しをしたい」と2017年の秋、立野原
地区の丘陵地に会社を設立しました。
翌年はクラウドファンディングや助成金、地元の地権者や各団体の支援を受けて12ヘクタールの畑を整備し、2019年に

ブドウの木2万7000本を植樹。2020年に工場を完成させてワインを醸造。2021年3月、初めてのワインを出荷しました。
同社では、ICTやAI、５Gを駆使したスマート農業を導入しています。畑の上空をドローンが飛んで木の傷みやカビを探知し、

その情報を受けた無人ローバーが畑を走って処置をする。また、畑の温度や湿度を5分おきにデータ収集して品質向上に活か
すなど、「農業を科学する」ことで少人数でも効率よく、リスクを最小限に抑えたワインづくりを実現しています。また、生産か
ら加工・流通まで自立した6次産業を推進。国の6次産業化・地産地消法による「総合化事業計画」の認定を受けました。
荒地を美しいブドウ畑に変え、新たな雇用を生み出すなど、地域に根ざしたワイナリーをつくってきたトレボー社。今後は

さらに、この地区に果樹園やカフェ・レストラン、ギャラリー、キャンプ場などを整備する「立野原コート・ドール構想」を展開
していく予定です。コート・ドールとは、フランス語で黄金の丘という意味。ここで働く人、ここに来る人、そしてこの地域全体
が潤い、たくさんの笑顔であふれる黄金の丘が少しずつ形になっていきます。

富山県のスマート農業の普及を推進し、その技術を駆使でき
る農業者や指導者の育成・確保を図るため、富山市婦中町に
スマート農業普及センターを開所しました。

No.43 ●表紙の写真
上：トレボー株式会社の皆さん／下：ぶどう畑での作業の様子

この冊子は再生紙を使用しています。

第43号　令和4年3月 この冊子は、富山県農村環境創造基金ならびに棚田地域水と土保全基金で発行されています。

□本誌に関するご要望、ご意見等をお寄せください。住所、氏名、年齢、職業のご記入をお忘れなく。個人情報については、内容確認以外に使用いたしません。

□本誌の内容、バックナンバーが富山県ホームページでもご覧になれます。 ふるさと夢とやまhttps://www.pref.toyama.jp/

ワインの樽詰め作業▶

ドメーヌボーの外観▶

代表取締役社長
中山安治さん

スマート農機の展示

農業用ドローン農業用ドローン

ロボットトラクタロボットトラクタ

■お問い合わせ先 公益社団法人富山県農林水産公社 スマート農業普及センター
〒939-2707　富山市婦中町東本郷101番地　TEL.076-465-4424　FAX.076-465-5481

『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』『スマート農業普及センター』

●トラクタ運転シミュレータ
●ロボットトラクタ
●自動操舵田植機
●収量コンバイン
●GPSガイダンス装置

●ドローン
●ドローンシミュレータ
●自動給水栓
●経営管理システム

研修用
機器

日本初！！
トラクタ運転シミュレータ

スマート農業指導員養成研修

本施設では、各種スマート農機を展示するだけでなく、ドローン操作や
トラクタ作業を体感できるシミュレータ室でほ場での操作を初心者か
ら経験者まで段階に応じて研修できるほか、「経営管理システム」を活
用したほ場管理作業などのデータの解析・活用の実習も可能です。
さらに100人規模の研修会が可能な大会議室を備え、農機メーカー
等が開催するスマート農機の実演会や研修会等の場としても活用し
ていく予定です。ぜひご利用ください。

のご紹介のご紹介
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地域の魅力を発見し、農業を活かした生活スタイルを考える
富山市婦中町道島・上野地区

閉園した幼稚園舎を活用！
地域のコミュニケーション拠点へ

小さな休み時間を過ごしませんか／TAKI CAFÉ
国際色豊かな農園、メニューも工夫次第／㈱葉っぴーFarm

＊ふるさとウォッチング
地域一体となった環境整備を！
七口環境保全会（滑川市） 

棚田を起点とした農村の美しさを全国へ
長坂の棚田（氷見市） 

＊地域の魅力を発見！ とやま農山漁村インターンシップ
地域の魅力を発見し、農業を活かした生活スタイルを考える
富山市婦中町道島・上野地区

＊中山間地域チャレンジ支援事業
閉園した幼稚園舎を活用！
地域のコミュニケーション拠点へ
砺波市栴檀野自治振興会

＊魅力たっぷり！とやまの6次産業化
小さな休み時間を過ごしませんか／TAKI CAFÉ
国際色豊かな農園、メニューも工夫次第／㈱葉っぴーFarm
＊カモ親子の農村日記
先人の努力がつなぐ用水 下条用水
（富山市・滑川市・上市町）

＊トピックス
世界かんがい施設遺産県内初登録！ 常西合口用水（富山市）
自然と遊ぼう！やまびこの郷〝夢創塾〞（朝日町蛭谷）
とやま帰農塾2022／第11回「とやまの農山村写真展」
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